
外来診療担当医表（2月）

専門外来

●人間ドック　●企業健診

健診・ドックセンター

●特定健診　●特定保健指導
40歳から74歳の健康保険（国民健康保険、健康保
険組合、全国健康保険協会、共済組合など）被扶養
者（家族）の方も対象となっております。

★外来は、原則として予約とさせて頂きます。　
★受付時間　午前8：30～11：30 

★診察時間　午前9：00～12：00　
★都合により担当医師が変更となる場合が
   あります。
★急患の場合はお電話ください。
   時間外・休日も診察致します。
TEL.0568-21-0811（代表）

TEL.0568-58-1535（直通）

午後の専門外来は診察時間の30分前からとなります。

健診・ドックセンター

皮 膚 科 午前 休 診

五 島　火曜日 14：00～16：00 予約制美容皮膚科 シミ・そばかす・マスクによる肌荒れなどお悩みはございませんか？　
お気軽にご相談ください。 

内　　科

外　　科

眼　　科

小 児 科

整形外科

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後
受付時間

月 火 水 木 金 土

今 村 （康）
外科・総合診療科

今 村 （康）
外科・総合診療科安 藤 佐 藤 （榮）

佐 藤 （榮）

川 﨑

河 合 （純） 第1・2・4 川 﨑 安 藤 第2・3・4 河 合 （純）

半 田

松 本

歯科・口腔外科 梅 村／木 下梅 村／小 木梅 村／小 熊 梅 村 梅 村
第1・2・4第2・3・4

／井 上（博）

中 里

松 尾 （英）村 山

新 海

植
15:00～16:00

河 合 （純）
11:00～

植
15:00～16:00

横 崎
消化器

下 條 第1・3・4
循環器

𠮷 田 （勝）
循環器

名 倉 第2
脳神経機能外科

伊 藤 （隆）
脳神経

多 田 第1・3
腎臓・リウマチ・膠原病

渡 辺
消化器

橋 本
呼吸器

戸 部
循環器

多 田
腎臓・リウマチ・膠原病

橋 本
呼吸器

生 田 第4
糖尿病内分泌

岡 城
循環器

柳 澤
呼吸器

鶴 見
循環器

渡 辺
消化器

森
糖尿病・膠原病

𠮷 田 （勝）
循環器

鈴 木 （重雄）
消化器

半 田 担当医 第1・2・4
13:30～15:30 13:30～15:30 13:30～15:30

中 里

松 尾 （英） 栗 本
9:30～

森
糖尿病・膠原病

横 崎
消化器

今 村 （亜）第1・2・3
循環器

今 村 （亜）
循環器

午前 半 田 半 田

植 植 臼 井 植 植植

半 田 半 田 第1・3
担当医 第4半 田半 田

松 本
佐 伯
早 川 第4

新 海

齋 藤

岡 城
循環器

伊 藤 （隆）
脳神経

舌 津
脳神経

吉 田 （由） 第1・2・4
9:30～

糖尿病内分泌

 吉 田 （由）
9:30～

糖尿病内分泌
 吉 田 （由）
9:30～

糖尿病内分泌

栗 木
消化器・肝臓

勝 野
10:00～

植
15:00～16:00

伊 藤 （隆） 第1・3
10:30～11:30 新患のみ

担当医

脳神経

脳神経外科
飯 塚〈第1・3・4〉
予約制14:30～16:00

泌尿器
鈴木（晶）〈第1・4〉
9:00～12:00

形成外科
担当医
9:00～10:00

脳神経外科
飯 塚

〈第1・2・4〉
14:00～16:00

脳神経外科
担当医
〈第3〉

14:00～16:00

泌尿器
担当医
〈第1・2・3〉
予約制 14:00～

脊髄外科
西 村〈第1・3〉
9:00～11:30

脊髄外科
担当医〈第4〉
9:00～11:30

脳神経外科
渡 邉〈第2〉
14:00～16:00

脳神経外科
担当医〈第1・3〉
14:00～16:00

泌尿器 武 東
14:30～16:00

乳腺外科 秋 田
予約制 9:00～10:30

血管外科
今 枝

14:00～16:00

泌尿器
遠 山

14:00～14:30

消化器・肝臓 栗 木
13:30～

IBD／便秘外来 渡 辺
予約制 14:00～16:00

腎臓・リウマチ・膠原病 多 田
14:00～

糖尿病内分泌 村 瀨
9:00～12:00 糖尿病内分泌

津 村
13:00～15：00

内分泌外科 横 井〈第1・3〉
予約制 15:00～16:00

内分泌外科 日 比 （八）〈第2・4〉
予約制 15:00～16:00

脳神経・脊髄外科
担当医
14:00～16:00

足の指外来
五 島

予約制 14:00～

小児外科
勝 野

13:00～16:00

脳神経外科
担当医〈第2〉
14:30～16:00

手の外科
平 田
予約制

14:00～16:00

乳腺外科
佐 藤
〈第1・3〉
予約制

14:00～16:00

呼吸器
柳 澤
予約制

14:30～15:30

老年内科
梅 垣
〈第2・4〉
予約制

14:00～16:30

13:30～16:00
緩和ケア 秋 山

月 火 水 木 金 土

内
　
科

外
　
科

禁煙外来
橋 本
予約制

腎臓・リウマチ・膠原病
多 田
13:30～

消化器・肝臓
栗 木
14:30～
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■発行／済衆館病院広報委員会

医療法人 済衆館 済衆館病院
〒481-0004  北名古屋市鹿田西村前111番地
TEL.0568-21-0811（代表）
FAX.0568-22-7494
e-mail ： saishukan@rio.odn.ne.jp
https://saishukan.com

裏面：アナフィラキシーマンスリー済衆館だよりマンスリー済衆館だより
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■ 第191号　2023.2月
■ 発　  行／済衆館病院広報委員会

医療法人 済衆館 済衆館病院 〒481-0004  北名古屋市鹿田西村前111番地

FAX.0568-22-7494TEL.0568-21-0811（代表）
e-mail ： saishukan@rio.odn.ne.jp　https://saishukan.com

当院は個人情報保護に積極的に取り組んでいます。

次号は「当院のさまざまな入院機能について」です次号は「当院のさまざまな入院機能について」です

●2月3日（金）節分  ●2月4日（土）立春  ●2月4日（土）世界対がんデー  ●2月11日（土）建国記念日

●2月14日（火）バレンタインデー  ●2月20日（月）アレルギーの日  ●2月17日（金）～2月23日（木）アレルギー週間

●2月23日（木）天皇誕生日  ●2月28日（火）Rare Disease Day（世界希少・難治性疾患の日）

四
字
熟
語

美しい自然の風景をさしてい
う言葉

山紫水明(さんしすいめい）

救急センター長　武山 直志

　アナフィラキシーは、アレルギー反応の最重症型

で、先進国でも10万人当たり年間に0.03～2人が死

亡しています。体内に侵入した各種の異物（アレルゲ

ン）に対する急激で全身性に生じる即時型アレルギ

ー反応で、IgEと呼ばれる抗体とアレルゲンという抗

原との間に引き起こされる抗原抗体反応が主原因

です。

　アナフィラキシーを誘発しやすい物質を表1に示

します。小児では食物、成人では薬剤、ハチ毒が頻度

の高いアレルゲンとして知られています。

　アナフィラキシーは、アレルゲンに暴露後、数時間

以内に発症するのが特徴で、注射薬を原因とする場

合は、数分以内に発症します。皮膚、呼吸器、循環器

（心血管）、消化器、中枢神経系をはじめ全身諸臓器を

同時に侵します。代表的な症状を表2に示します。こ

れらの症状のうち、低血圧（ふらつき、意識消失）、

呼吸困難（嗄声、喘鳴、チアノーゼ）は極めて重篤な

兆候であるため、その場でアドレナリンの筋肉内注射

を大腿外側部に行う必要があります。

　1回のアドレナリン注射で改善を認めない場合は、

必要に応じて5～15分毎に再投与します。重症例は、

病院に行く時間的余裕がないため、自身で応急処置

を行う必要があります。

　そば、蜂、ペニシリンアレルギーなどアナフィラキ

シー既往歴のある場合は、アドレナリンの自己注射

製剤（エピペン®）（図1）を常時携帯し、誤ってアレル

ゲンに暴露した場合に備えることが重要です。

　注射の方法は簡単で、衣服の上からエピペン®を強く大腿外側に垂直に押し当てるだけです（図2）。内蔵の針が

自動的に飛び出し薬液が注入されます。

　アナフィラキシー既往歴のある場合は、必ず主治医に相談し再発に備えましょう。

アナフィラキシーを誘発しやすい物質

食物 そば、ピーナッツ、キウイ、メロン、卵、牛乳、小麦、
エビ、かに等

医薬品 抗菌薬、造影剤、ワクチン、非ステロイド性抗炎症剤、
血液由来製剤、抗腫瘍薬、筋弛緩薬、麻酔薬等

虫毒 ハチ毒、アリ毒等

家庭用品 ラテックス、石鹸等

アナフィラキシーの臓器別症状

臓器 症状 頻度（%）

皮膚 紅斑、蕁麻疹、掻痒、膨疹

呼吸器 咳、鼻汁、呼吸困難、喘鳴、
チアノーゼ、嗄声

心血管 頻脈、血圧低下、不整脈、心停止

消化器 下痢、腹痛、嘔吐、悪心

神経

90

40～60

30～35

20～30

5～10意識障害、不穏、昏睡

表1

表2

図2図1

エピペン®注射液0.3mg
（黄色の製剤）：アドレナリン0.3mg投与

▲携帯用ケース

▲練習用エピペントレーナー▲製品（エピペン®注射液）0.3mg

目安：体重
30kg以上の方

エピペン®注射液0.15mg
（緑色の製剤）：アドレナリン0.15mg投与

▲携帯用ケース

▲練習用エピペントレーナー▲製品（エピペン®注射液）0.15mg

目安：体重
15kg以上30kg未満の方

アナフィラキシーアナフィラキシー
原因物質により引き起こされる反応で、極めて短い時間のうちに全身に現れるアレルギー症状のこと
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